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林 爾
附

『
什
句
E

一_(1)

1.はし治三き

ラワン合板の欠点の一種に“ミミズ"と呼ばれているものがある。わが国の合板業界においては周知さ

れてL、るものであり，米国の合板業界などにおいても以前から大分問題祝されてきた欠点と閲いている。

しかしながら，その生因に関しては信頼できるような記載はなく，その詳細な解剖学的性質を明らかにし

た文献もほとんとe見あたらない。たとえば， 米国の合板規格1)に照らしても“Cross.bar" の名称で一応

説明されているが，その生因や詳細な形態的性質にっし、てはなんら記載されてし、ない。また，わが国の合

板規格2) においても欠点としてミミズをとりあげ，その出現の有無や程度によって品等区分をしており，

一方ミミズの生函につL 、ては，蔓茎植物の寄生に由来すると解説している文献引もあるが，これを証明す

るような資料は別に示されておらず疑わしし、点が感じられる。さらに，土居積夫氏4) は，脂査が紐状に長

く速なったものをフイリッビン材では俗にミミズと称する主しており，比島でも北部のオサミス地方の材

にはことに多いが，南部のダメオ地方の材にはほとんどなレと記載しているc しかし，ある合板業者の言

によれば，ボルネオi&のホワイトラワン類の材にとくに多いとし、う。

筆者は，このたびミミズの木材組織につレて種々観祭調査し，その解剖学的性質を明らかにするととも

に，発生の原因をもほぼ解明し得たと信ずるので，ここにその概略を報告して参考に供する。

ただし，この報告は，筆者が入手したわずかな供試資料につL 、ての観察結果であって，ラワン類の樹種

や産地との関係など，なお多くの検討を要する点が残されてL 、る。また，このような特異な木材組織を形

成させる主であると考察される昆虫に関しては，その分野における専門家の研究にまたなければならない

事項に属するc そして，これらの諸点が究明されれば，ラワン類原産地における被害の防止対策も考えら

れるであろうし，ラワン材取引上におし、ても種々留意すべき事項がより明らかになってくるであろう。も

しこの報告がその推進の糸口ともなればはなはだ有意義と考え，不十分な観察結果をもかえりみず，ら

えて公表した次第である。

この研究に除して，積々懇切なご助言をいただL、た東京大学の臼塔教授ならびに貴重な供試材を提供し

て下さった，足立ベニヤ株式会社の藤田氏および北見総合木材株式会社の宮本氏に対して衷心より感謝の

意を表する。

2. 供試材

供試材Aは，足立ベニヤ株式会社より送付していただいた宣径17cm， 長さ20cm ほどのロータリーレー

スによる剥心材の一部であり，同じく BおよびC は北見総合木材株式会社より入手した直径 25cm ， 長さ

125c例 (B) と直径 25cm ， 長さ 120cm (C) ほどの同様な剥心材である。樹種名についてはL 、ずれもレ

(1) 木材部材料科組織研究室長



150 林業試験場研究報告第 134 号

γ ドラワン類のものと鑑定されたが，一般的にはし、まだラワン類各樹種相互間における木材の識別拠点に

ついての究明が不十分で、あり，原木の産地や輸入径路も不明な資料のため，厳密な樹種名をあてるにはな

お検討を要するものである。

3. 観察方法

肉眼的性質の観察は，はじめに各供試材のロータリーレースによって切削された材面に出現しているミ

ミズの形状について行なし、，つぎに下記の方法を実施した。すなわち，上記の観察を行なったさミズの中か

ら，樹幹の軸方向とほぼ平行に走っているもの，およびほとんどこれと直角方向に走っているものとを選

び，その蛇行線の中央部あるいは間隔をおいて 2-3 箇所からミミズをはさんで厚さおよび幅各約 2cm，

材聞からの深さ 2-3cm ほどの供試材片を採取，それぞれミミズの走行方向とほぼ直角をなす材面(木

口面あるいは柾目面)をよく鈎削し， 10傍ほどのルーベの助けをかりで観察した。

顕微鏡的性質については，上記の供試材片を用い，それぞれミミズを含む木口，板目，柾目の 3 断面か

ら，常法によるミクロトームおよび徒手による切片を採取作製した検鏡標本について観察した。また，

ミズ発生の根源部とみとめられる孔道の中に充満している鋸屑状の物質を採取，その検鏡際本を作製して

観察調査した。

4. 観察結果と考察

( 1 ) 肉眼的性質

このミミズという名称は，一般的にはラワン類丸太からロータリーレースで切削作製された単板あるい

はその合板製品の表面(ほぼ板目面)に出現した不規則木理の構成状態につけられたものである。その形

状が光線の反射状態などとも関連して，さながらミミズの蛇行状態を連想させるところから，わが国の合

板業者によって命名されたもののようである。ミミズの肉眼的形態については，合板業界の方にはいまさ

ら説明の要はないが，その概略を記せばつぎのようである。

ミミズの蛇行方向は区々であるが，樹幹の長軸方向に対し ， vまぽ平行ないしは斜方向をとっているもの

が多い。しかし，ときとしてはおおむねこれと直角をなす方向に走っているものもある。これらは大小の

差こそあれ，いずれもところどころ屈曲している。その帯線の長さや幅，あるいはその状態なども一様で

はなく， .場合によっては Fig.1 にみられるような，細まった海旗開に暗褐色の物質を充満している部分を

もつものも出現する。これらの差異の生ずる事情は， ミミズの出現部位やロータリーレースによる切削条

件のいかんによるものであることは，後にしるすミミズの生因と解剖j学的性質との関係から容易に考察さ

れるところである。ところで，筆者の供試材においては，長さはほぼ10-50cm ， 幅は 3-10mm ぐらいで

あった。また，樹幹の上下方向，ないしはそれに近い方向に走っている部分において，木理の乱れがおお

むねはなはだしく，ところどころ暗褐色を呈した芽節状の斑点および小さな凹陥の出現が多い。これに比

し，直角方向に走っている部分はやや平滑で，光の反射による明暗のコ γ トラストも柔らかである 2 これ

はミミズの走行方向と傷害組繊発達の難易および木理とに関連するものと考えられる。

上下方向に走るミミズの木口面における形態についてみるに，年倫方向に沿って両端部がやや尖った長

椅円形の暗褐色をしたピスフレック状の斑点が認められるが，これがミミズ発生の恨源部とみなされるも

のである。その長径はおよそ 2-4mm， 短径はおよそその 1/3 くらいのものが多い。この斑去の外宮H樹
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皮側)の周辺部はやや淡色を呈する層で困まれ，ところどころこれと同色の集合放射組織吠のものが外側

に向かって伸びており，先端部にゆくにしたがって細まっているが，長いものは約 2 閣にも達する。ま

た，ほとんどの根源部において，その両端部に接続する長い円孤状記列の樹脂涛が発達している。根源部

を中心に左右約 2~3cm の部分においてとくに顕著に観察されるものの多い点から，この傷害の剰j裁に

よって樹脂溝の発達が促進されたものと推定される。なお，樹幹の上下方向に対し直角方向に走っている

ものは，上記の木口面における諸特徴を900 回転した柾目面における関係的状態を呈している。

(2) 顕微鏡的性質

ミミズ(上下方向に走るもの)の木口商における形状は Fig.2のごとくである。その根源部とみられる

部分の外郭の形は，同一断面における肉眼的性質に記載したとおりである。

上図では内容物をほとんどとどめていないが，これは倹鏡察本の作製方法によるものであって，やや厚

い切片をとって，そのまま観察すれば，木曜量維や導管などの木材構成諸要素の破片や小さい組織片が不規

則に填充しており，かつ樹脂様物質によってE参着されたような様相を呈している。なお，同図においても

根源部内陸の樹皮側の周辺には，その一部が傷害組織に癒着したごとく残留している箇所が認められる。

傷害組織は，上記 Fig.2 と Fig.3 にみられるように，上下方向に走るミミズでは，まず根源部の左右両端

部の形成層から，また水平方向に走るものでは根源部の上下の形成層から発達し，次項の (3) で准定し

たごとく根源部である昆虫類幼虫の食害孔道の外側を癒合していったものと考察される。そして，その不

正常な傷害組織形成の影響によって，そこから外側に形成されていった木部が，構成各要素の細胞形態や

組織の構成状態に異状をきたしたものと観察される (Fig. 4, 5 参照)。 このような木部形成層の傷害にも

とづく後遺作用は，樹幹の肥大成長のすすむにしたがってしだいに減退しやがては正常の形成作用が営

まれるように回復していったことは，すでに記述に用いた写真の中にも認められるが，とくに Fig.6 にお

いて明確に示されている。一方，根源部の内倶ij (Fig.2 髄心側)をみるに，そこには傷害組織の発達は全

くみられず，一度形成された正常な木部が，あとから何者かによってほぼ半月形に切りとられたような形

跡が都められる。それは Fig.2 ， 3 にみられるように，導管の根源部側の膜壁が失われて半円形を呈してい

る点からも容易にうかがし、知ることができる。

以上のような観察結果からみて， ミミズとはつぎのようなものといえる。

すなわち，樹木が生育期間中に，木部と樹皮部との境界にそって，樹幹の上下方向あるいは水平ないし

はその他の方向に，何者かによって長く蛇行する孔道状の傷害を受け，そこに形成された傷害組織の影響

によって，上述のごとき過程において構成された木材の異状組織の部分が，たまたまロータリーレースに

よる切削材面にあのような形状をとって出現したものにほかならない。

( 3 ) 生因について

筆者は前節で， ミミズ発生の根源は，樹木が生育期間中にうけた，木部形成層の傷害部にある主推定し

たが，さらに，その傷害はいかにしてもたらされたものであるかの点については，つぎのとおり考察する

ものである。

それは下に記載した a~c の諸点から検討して，カミキリムシ科 (Cerambycidae) あるいはタマムシ

科 (Buprestidae) に属する昆虫類幼虫の食害したものである。

a) ミミズの蛇行線は単一的であり，また，その発生の根源部と認められる孔隙の各断面における形状

は前述のとおりであるが，とくにその横断面の形が扇平に近い卵形を呈している点など，すでに知られて



- 152 ー 林業試験場研究報告第 134 号

いる生立木の樹皮下を単独で食害する上記昆虫類日の食害孔道に醐以している。

b) ミミズ発生の楳源部である孔隙内には，俗にいう虫糞状の物質が充満しているが，その検鏡結果は

Fig.7 のごとし木繊維，導管など木材構成要素の細片であって，この点も樹皮下を食害する昆虫類幼虫

の食害孔道内に存在する物質と同様のものでゐる。

c) すでに， ミミズは藍茎核物の寄生影響によるものと推定した文献8> もあるが，これを証明するよう

ななんらの資料も示されておらず，その信族性には疑わしい点がある。とくに Fig.2 ， 3 にみられるように，

一度正常に格F成された木材が，その根源部側を切断されている状態からは，蔓茎植物の影響とは考えられ

ず，やはり虫容によるものとみるのが常識的である。さらに，根源部の孔隙の大きさは漸進的に変化して

いるが，これは幼虫の成長過程と平行的な僕係にあるものと類推される。
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AnatomicaI Studies on the “ Mimizu" of the Lauan Plywoods. 

Yaichi KOBAYASHI 

(R駸um�) 

Mimizu , meaning earthworm in Japanese, is a word applied to describe one of the natural 

defects found in Lauan plywood. This stran~e name came from the fact that the defect shows 

a long, oblique or zigzag zone in axial direction on the face of Lauan plywood, and shows in 

darker color than the normal part. We imagine an earthworm on looking at this zone. 

This defect has been known and paid attention in the plywood industry since long ago. On 

the American market, it has been called by the name of Cross-饌r. 
AIthough its origin and minute features have not yet been studied in detai!, there are some 

suppositions about the origin of this defect. One of the most prevalent is that this is caused by 

the climbing plants which strongly adhere to living trees. However, we have not been able to 

find any evidence to prove validity of this supposition. 

The author conducted microscopical studies on “ Mimizu" existing in Red lauan and invesｭ
tigated its features minutely_ 

As is shown in Fig 1, an insect tunnel is surrounded by dark colored traumatic tissue. 

Fig. 2 and 3 show the insect tunnel which is rather long, and oval in cross section. The 

tunnel is packed with insect frass which consists of cells and chips of wood, ias is shown in 
Fig.7. 

From these facts it could be said that the origin of the defect belongs to the same category 

of traumatic tissue caused by some larvae of Cerambycidae or Buprestidae. 

Thus the resuIts of the observation led the author to suggest that “ Mimizu" was induced 

by the larvae belonging to these two families above mentioned, which attacked 1 the boundary 
area of wood and bark in a Iiving tree, and that “Mimizu" appears as a traumatic tissue 

occurring around the insect tunnel in the tree_ When the timber is peeled for rotary veneer, 
this traumatic tissue appears as a long zigzag zone which reminds us of a creeping earthworm. 
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Fig.l ミミズの肉眼的形態

“Mimizu" found in the surface 
of Red lauan. 

-Plate 1-

Fig.2 横断面におけるミミズの根源部周辺の状態
Cross sectional view of “ Mimizu" near 
the originated part. ca. x30 Fig.3 柾目面におけるミミズの根源部付

近の状態

Radial sectional view of 

“Mimizu" near the originated 
part. ca. x 30 



-Plate 2-

Fig.4 板目面におけるミミズの不規

則な組織
The irregularly shaped tissue of 

“ Mimizu" in the tangential section. 
ca. x30 

Fig.6 ミミズの不規則な組織がしだい

に正常状態に回復していった過

程を示す(横断面)
Transitional area from abnormal 

tissue to normal tissue , showing 
process of change of cell shape. 

ca. x30 

Fig.5 柾目面におけるミミズの不規

則な組織
The irregularly shaped tissue of 

“Mimiuz" in the radial section. 
ca. x30 

Fig.7: ミミズの根源となっている孔道内に充満し

ている物質の形態か示す
The substance filled tunnel, showing 
diffracted tissued and others. ca. X 30 


